１「みんな幽霊になった」☆紹介ブログ

みんな幽霊になって漂っているとしても！！ 

不思議な不思議な夏がすぎ、蝉の鳴き声は、何時のまにか、秋の虫の音にすり変わって、深夜、無人の通路をただ、秋風が吹きぬけていきます。

もしかしたら。そんな思いで、何度か玄関ドアを押して、外に出てみました。
不思議な夏は終わったようです。

不思議な夏は来年もつづくのでしょうか？　全面的な期待と、一抹の不安をもって、次の夏に向かって時は、歩みだしているようです。

島さち子は「みんな幽霊になった」の冒頭を、
ーーーー亡くなった誰かの父、亡くなった誰かの母、なくなった誰かの友達、みんな幽霊になって、足もなく漂っているとしても、誰一人青ざめないほど、ここはごった返している。と始めています。

「みんな幽霊になった」島さち子は、政治的意図や、信念、を抜きにして、なんとなく、闘争に巻き込まれていく大衆、誰かたちの人間像。その行動を捉えた、誰かたちの闘争物語です。

皆様にご紹介したいことがあった気がして、二十作品の登録が完了した今、順を追って、作品の紹介を試みることと致しました。

「みんな幽霊になった」は、中篇でありながら、何十冊分もの重さを持った作品です。だから、理解しようと思わず、楽しんで、軽く読み流してください。あとに残ったものが、あなたの「みんな幽霊になった」なのですから‥‥。

「みんな幽霊になった」が文芸誌「海」の冒頭を飾ったとき、並みいる評論家が揃って無視したなかで、只一人評論して下さった方がありました。凄い詩才だが、わが身は外において、嘲笑しているのが惜しい‥‥。というものでした。

彼女は物静かでありながら、好奇心が旺盛で、集団のなかに紛れ込んでいく誰かたち、そのものです。時は安保闘争の最中。真剣さがたりない、ふざけていると捉えた方も多かったのでしょう。

でも、もし、そうであったとしても、彼女の作品は多くを言い当てていたのではないでしょうか？　

あの闘争を指揮した多くのリーダーが、いち早く豹変し、わが国の高度成長をにない、バブルの崩壊を招いたことは、明白な歴史的事実なのですから‥‥。

島さち子は普遍的文学作品として、誰かたちの闘争物語を書きたかったのだと思います。それだからこそ、今でも、文学作品として、充分にそれを満たしていると思われます。

「みんな幽霊になった」から溢れかえるようなイメージ群を、ちりばめられたメッセージを、何らかのヒントを、あなたも受け取ってみませんか？

　　　　　　　　　　　２０１０．９．１１　　　　　ｐｍ２　　　　エンマ
　

かくれよう、かくれている！！

自分の服を着ており、まわりのものの服まで着ている。汗がにじみでる、まわりの者の汗が混じり合って、同じ温度に溶け合い、自分の肌など何処にもない、棒になった骨から、クモの糸のような白い筋がまだ繋がっている自分の肉を、まわりの者が着ている。

もうすぐだ、倒れてしまう、棒になった骨がどっちへ倒れるというのだ、八方にしか倒れようがない。まわりの者が、自分の骨をアクセサリーにして飾っている。かすかに暗い一本の傷あと、それが自分なのだ。

もうたまらない、傷あとから吹き出すなにかが、もうすぐ、だめだ。じっと動かず静かにしていよう。

動けない、重い、厚いものを着ている、肉を着て、肌を着て、服を着て、まわりの者の服まで着て、まわりの者の肉を着て、骨を飾り、その向こうの者の着ている服まで、ありったけ着込んで、車体まで着込んで体中でふるえているーーー

動きつづけていこうとするなら、どうしても決定的な態度をとらなければならない。やっぱり、みんな自分に閉じ込められてはいないで、もっと貪欲に幅をまし、ふとってしまうことを選ぶーーー

駆け出している。時間や仕事からの強迫観念、人まねの魔力は、個々のなかにあるどんな批判より強力に、嘲けるようにひとびとをひっぱるーーーーーー

「みんな幽霊になった」は、誰かたちの闘争物語です。「ソ　ラ」とともに、島さち子の代表作だと思っています。少し時間をかけて、紹介してみましょう。
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大きな帽子をかぶり、ツバには美しい女性を飾って！！
大きすぎる帽子は芸術品だから、触れることも、覗き込むことも拒否できるわ。治外法権とはこれを言うのね。大丈夫、すずしい顔でそうしているのよ。そうしているうちに、誰かが、厄介なことは全部自分のほうにたぐり寄せて、あなたを飛び越えて行ってしまう。

あなたは、大きな帽子をかぶり、美しいわたしをツバに飾っている。

あなたの身体は次第にとんでもなく大きいものに感じられてくるでしょう、帽子のなかはあなたで充ちて、わたしのことも、世の中のすべての人間も、なにもかも、あなたにまぶされたほこりくらいにしか感じとれなくなってしまう。行きつくところは、麦ワラ帽子の下で眠るホームレスってとこでしょうけど。

でも無限に続けなければならない行動なんて、闘争なんて、はじめから終わっているみたいなもの。活動など、しないと同じに効果がないということでしょう！　あなたの責任は、あなたの体の大きさまで。麦ワラ帽子のなか、１．８メートル半径の円の外とは無関係にやって下さい！！ーーーー

誰かは、覆面している彼に、麦ワラ帽子を被せることを思いつきます。覆面もしない、逃げ隠れもしない、そんないさぎよい者たちは、死に絶えるものなんだ！　と言ったのは彼だったのですから。旧式なミシンで巨大な麦ワラ帽子を作る。この唐突な発想がおかしくて、楽しくて、何度も読み返してみました。

ーーーマッチがすられる、シューと淋しそうな音が、建物の何か所かではねかえり、音を拡大する。闇のなかで桃色の火がふわりと浮き、三十センチほど下がり、消える。

何回も同じことが繰り返され、火はマッチ一本とは信じられないくらい鮮やかな桃色で、闇の中で中心を主張しては掻き消える。

火のはぜる音が、はねかえるまえ、白い煙に巻きつかれた麦ワラ帽子が、さらに大きく膨れ上がる。飛び出し寄り集まった煙を集めて、建物より、倍も高い炎がいきなり真上から飛び出し、上から下へ燃え尽きていく。

誘い出された虫のように、人々が集まって見上げる輪、背に闇を背負って、燃える麦ワラ帽子にふりかけられる水のように、黒い人影がゆらゆら細長いーーー

「みんな幽霊になった」は詩的な表現にみち、それぞれが、全体として不思議な世界をかもし出していきます。
もう一つ例をひいてみましょう。

リズムが一つ狂うとき、狂う！！　

誰かは次の一段に片足をのせた途端、危険に対する条件反射で、足を引っ込め、両足を前の一段に揃えて立ちすくんでしまう。

次の段に右足を上げ、重心をかけ、足を屈伸してぐらぐらする。足の下の妙な弾みを靴裏に受け止めると同時に、引っ込め、また下の段にすばやく両足をそろえる。
人間がうつぶせになって欠けている一段を補っているのだ。

誰だ？　血まみれの頭をかかえて、すでに死んでおり、背にいくつもの靴跡がくっきりときざまれているのは、人であるよりも、もはや階段になりきり、ここの物の配置になりきったことをしめしている。

さっき、衝突して組み合った誰かだ。誰かは階段にかがみ込み、足許で知らずに指を動かし、おびただしい数の自分の名前を書き散らしてしまう。

これでは何処に逃げ隠れしても、無意識の行動に口どめできない。誰かも迷いながら階段の一段になってうつぶせになる。

ときに足音が聞こえてくると、胸の骨がたわみ、脇の下にビロードのような厚ぼったい花びらが咲く。
不思議に踏まずに行ってしまい、誰かは階段になりきるために、背中を微妙に調節して平らにする。

階段を降りる人々は流れであり、たった一滴の水たまりの誰かは、たちまち顔中に波をつくって、彼らのなかに、あっという間にまぎれこんでしまうーーーー

島さち子の自由な発想、その表現の妙。
これはわたしたちの闘争物語。作品の終章は、わたしにとっても、眼が覚めるほどのショックです！！　

ブログを通じて、「みんな幽霊になった」の面白さの一端でも、ご理解いただけたら、嬉しいのですが‥‥。　　　
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続)大きな帽子を被って、ツバには美しい女性を飾って！！

大きな帽子は芸術品だから、触れることも、覗き込むことも拒否できるわ。治外法権とはこれをいうのね。
あなたは大きな帽子を被り、美しいわたしをツバに飾っているーーー

これは「みんな幽霊になった」の紹介ですが、お休みしている間に二番目に多くのアクセスをいただきました。ありがとうと申しあげます。

こんな飛躍した表現に興味をよせて下さる方々の存在は、わたしにとって、とても嬉しいことです。そこに、島さち子の世界を許容してくださる柔軟さを見ることができるから‥‥。

今日はちょっと、変わった角度からご紹介してみましょう。

ーーーすべてが、生きていて、甘い匂いを発散しすぎている。さかんに往き来し、疲れを知らずにみんな動き、少し誰かが、なんとなく変化する。

ーーわたしが歌ったらみんな歌う‥‥。もしも自分に、これらの者を動かすチャンスがあるとしたら、こんな多少とも途方にくれた暗い状態にいるときに‥‥‥。

誰かは、さっきまで確かに、この集まりのはずれにいるに違いないと思っていたけれども、いま、同じ位置にいて、自らを中央に置きなおし、「逃げてしまった宇宙船」を歌い出す。

ーーその歌は、彼らのうちの敏感な一人を引き寄せ、すぐにみんなの合唱に移るはずだがーーーー

誰かは歌います。「地球には、優しいひとが、いないから‥‥」地球にはもどらないと、もどれないと唄います。みんなを引き寄せ、合唱することができたのでしょうか？　
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